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☒  most [モウスト] ※ many, much の最上級の形。比較級の形は more →【単語帳 No. 448】

副 いちばん～、最も～

※ ２音節以上の形容詞･副詞の

前につけて最上級を作る。

注 ２音節の語には ~est に

なるものもある。

形 最も[いちばん] 多くの[多量の]

① many の最上級 (⇔ fewest)

② much の最上級 (⇔ least)

たいていの【the をつけずに】

代 大部分【the をつけずに】

最大限、最大量【the をつけて】

☒  true [トゥるー]

形 本当の、真実の

(⇔ false [ふォールス] ｢うその、偽りの｣)

誠実な、忠実な

派生語：truth (真実) →【単語帳 No. 1027】

☒  usually [ユージュアリィ]

副 たいてい、ふつう

≪80％程度の確率･割合をあらわす≫
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the most ~ in [of] …

『…の中でいちばん～、

…のうちで最も～』

most (of) ~ 『～の大部分、

～のほとんど』

※ 特定のもの [人]たちの ｢大部分、

ほとんど｣ の意味。of を使わず

most ~ だと不特定のもの [人]

の ｢大部分、ほとんど｣ になる。

☆ 最上級の文での in と of の使い分け

in + 単数内容の名詞 例 in Japan , in my class

of + 複数内容の名詞 例 of all , of the three

※ in も of も ｢～の中で、～のうちで｣ と訳す。

Emi has the most CDs in our class. ※ many の最上級

『エミは私たちのクラスで最もたくさんの CD を持っています。』

Ken had the most money of all. ※ much の最上級

『ケンは全員の中でいちばん多くのお金を持っていました。』

Most boys like soccer. 『たいていの少年はサッカーが好きです。』

※ 直後に of がないので、不特定のもの･人たちの ｢大部分、ほとんど｣

Tom is the most popular student in our school.

『トムは私たちの学校で最も人気のある生徒です。』

This is the most difficult book of the three (books).

『これは３冊の (本の)中でいちばん難しい本です。』

My mother drives (the) most slowly in my family.

『私の母は私の家族の中でいちばんゆっくり運転します。』

※ 副詞の最上級につく the は省略することもできる。→【かんたん英文法】

Kyoto is one of the most beautiful cities in the world.

『京都は世界でもっとも美しい都市のひとつです。』

※ この文は ｢世界中の、とてもとても…美しい都市の中のひとつ｣ という意味。

Most of the students studied hard.

『その生徒たちのほとんどが熱心に勉強しました。』

※ of the を省略することもできるが、その場合は形容詞の

most になる。 また、the がなくなるので、ある特定の

生徒たちではなく、一般的な生徒たちを指すことになる。

This story is true. 『この物話は本当[真実]です。』

That’s true. 『その通りです。それは本当です。』

Is that true ? 『それは本当ですか？』

※ Really ? や Is that right ? などもほぼ同意になる。

I hope (that) your dream will come true.

(→『私はあなたの夢が実現することを望みます。』)

→『あなたの夢が実現するといいですね。』

→【単語帳 No. 521 … dream】

a true story 『本当の話、実話』

true love 『真実の愛』

come true 『実現する、本当になる』

Meg usually gets up at seven.
『メグはたいてい７時に起きます。』

He is usually at home every Friday [on Fridays].

『彼は毎週金曜日はたいてい家にいます。』

What do you usually do on Sundays [every Sunday] ?

『あなたは毎週日曜日にたいてい何をしますか。』

☆ くわしくは、かんたん英文法【頻度を表す副詞】も参照のこと。

※ usually, neverなどの語を｢頻度(ひんど)を

表す副詞｣と言う。be 動詞・助動詞のある文

では be 動詞・助動詞のうしろ、一般動詞の

ある文では一般動詞の前に使う。
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